
「
町
は
、外
人
さ
ん
で
い
っ
ぱ
い
だ
！
」と
い
う
の
は
、

何
も
国
際
化
の
進
ん
だ
人
間
社
会
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。

む
し
ろ
植
物
の
世
界
の
ほ
う
が
、一
歩
先
を
い
っ
て
い
る
。

ハ
ル
ジ
オ
ン
は
、そ
の
代
表
格
。

北
ア
メ
リ
カ
原
産
で
、観
賞
用
の
園
芸
植
物
と
し
て

大
正
時
代
に
移
入
さ
れ
た
。

い
つ
か
ら
か
野
生
化
し
、今
で
は
道
ば
た
や
野
原
な
ど
で
、

こ
の
草
を
見
か
け
な
い
こ
と
は
な
い
。

ほ
の
か
に
ピ
ン
ク
色
を
帯
び
た
花
び
ら
に
、

園
芸
植
物
の
面
影
を
残
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
か
。

こ
の
よ
う
に
、何
ら
か
の
事
情
で
外
国
か
ら
渡
来
し
、

日
本
で
野
生
化
し
た
も
の
を
、一
般
に

「
外
来
植
物
」と
呼
び
、現
在
、対
策
が
講
じ
ら
れ
て
い
る
。

た
だ
し
外
来
植
物
が
生
え
る
の
は
、多
く
は
人
間
の
手
で

自
然
が
攪
乱
さ
れ
た
結
果
で
あ
る
。

ハ
ル
ジ
オ
ン（
春
紫
苑
）と
は
、

植
物
学
者
・
牧
野
富
太
郎
博
士
の
命
名
。

参考資料：澤口たまみ著『岩手の野草百科』（岩手日報社 平成18年4月20日 第7版発行）より

文
・
澤
口
　
た
ま
み

絵
・
永
澤
　
美
貴
子

特集

（８）
各
種
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
へ
の
協
賛
や
農
業
体
験
イ
ベ
ン
ト
、食
育
活
動

（
出
前
授
業
、学
校
給
食
な
ど
）実
施
を
通
じ
た
、「
純
情
産
地
い
わ
て
」

フ
ァ
ン
づ
く
り
活
動
の
充
実

２
．生
産
者
手
取
り
最
大
化
に
向
け
た
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
低
減

（１）
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
低
減
に
向
け
、モ
デ
ル
Ｊ
Ａ・生
産
者
と
一
体
と
な
っ
た
取

組
強
化
、お
よ
び
全
県
への
水
平
展
開
に
向
け
た
準
備

（２）
施
肥・防
除
コ
ス
ト
低
減
に
向
け
た
各
種
対
策
の
実
施

（３）「
園
芸
産
地
改
革
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」に
お
け
る
反
収
向
上
対
策
を
テ
ー
マ
と

し
た
活
動
の
強
化

（４）
機
能
厳
選
低
価
格
ト
ラ
ク
タ
の
共
同
購
入
促
進
や
農
機
基
幹
整
備
セ
ン

タ
ー
を
活
用
し
た
点
検・格
納
整
備
の
充
実
お
よ
び
レ
ン
タ
ル
農
機
の
推

進
強
化
に
よ
る
農
機
コ
ス
ト
低
減

（５）
農
業
用
軽
ト
ラ
ッ
ク
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
の
安
価
販
売
に
よ
る
生
産
コ
ス

ト
低
減

 

３
．「
純
情
産
地
い
わ
て
」の
生
産
基
盤
維
持・拡
充

（１）
米・大
豆・麦
の
生
産
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
と
適
正
な
作
付
配
置・銘
柄
誘
導
の

実
施

（２）「
園
芸
産
地
確
立
事
業
」に
よ
る
支
援
を
通
じ
た
、新
規
生
産
者
お
よ
び

営
農
組
織
等
への
園
芸
品
目
導
入
提
案

（３）
和
牛
改
良
セ
ン
タ
ー
の
機
能
拡
充
に
よ
る
県
内
一
貫
生
産
体
系
モ
デ
ル
の

確
立
と
生
産
コ
ス
ト
圧
縮
支
援

（４）
畜
産
酪
農
事
業
の
生
産
性
向
上
に
向
け
た
本
会
生
産
指
導
部
署
に
よ
る

支
援
強
化

 

４
．実
需
者・流
通
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
農
業
生
産
の
実
践

（１）
マ
ー
ケ
ッ
ト・イ
ン
に
も
と
づ
く
契
約
栽
培（
複
数
年
契
約
）の
提
案
強
化

（２）
取
引
先
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
産
地
づ
く
り
の
推
進
お
よ
び
加
工・業
務
用

野
菜
の
生
産
拡
大

 

５
．多
様
な
農
業
者
ニ
ー
ズ
へ
の
柔
軟
な
対
応

（１）「
Ｊ
Ａ
い
わ
て
グ
ル
ー
プ
農
業
担
い
手
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」と
の
連
携
に
よ

る
Ｊ
Ａ・担
い
手
支
援
体
制
の
強
化

（２）
生
産
資
材
取
扱
強
化
に
向
け
た
、Ｊ
Ａ
と
一
体
と
な
っ
た
担
い
手
生
産
者・

大
型
生
産
組
織
への
訪
問
活
動
の
展
開

（３）
Ｊ
Ａ
の
事
業
貢
献
に
必
要
な
人
材
育
成
を
目
的
と
し
た
各
種
講
習・研

修
の
充
実

（４）
老
朽
化・遊
休
施
設
の
統
廃
合
や
補
改
修
、既
存
施
設
の
用
途
変
更
や
能

力
増
強
な
ど
、多
様
な
要
求
に
対
応
で
き
る
提
案
の
実
施

 Ⅰ. 

重
点
実
施
策 

本
県
の
農
業
就
業
人
口
は
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
、現
在
の
年
齢
構
成
を
考

慮
す
る
と
今
後
の
急
速
な
減
少
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
農
業
生
産
面
に

お
い
て
は
、法
人
等
大
規
模
経
営
体
に
よ
る
販
売
ウ
エ
イ
ト
が
年
々
増
加
し
て
い

ま
す
。こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
、今
後
の
本
県
農
業
生
産
の
維
持・拡
大
に
は
、中

山
間
地
域
等
の
小
規
模
経
営
体
が
安
心
か
つ
持
続
的
に
農
業
を
営
む
た
め
の
生

産
振
興
対
策
に
加
え
、担
い
手
を
含
め
た
大
規
模
経
営
体
に
対
す
る
迅
速
で
的

確
な
生
産
性
向
上
対
策
を
拡
充
す
る
な
ど
、地
域
農
業
活
性
化
に
向
け
た
取
り

組
み
が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
う
し
た
な
か
岩
手
県
本
部
で
は
、今
次
３
か
年
で
定
め
た
３
つ
の
重
点
施
策

等
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、岩
手
県
本
部
独
自
の「
農
家
組
合
員
の
所
得
増
大
」

に
向
け
た「
純
情
産
地
確
立『
栄
』プ
ラ
ン
」の
実
践
と
、農
業
生
産
の
拡
大
を
は

か
る
た
め
の
生
産
基
盤
の
維
持・拡
充
策
を
一
層
加
速
さ
せ
、自
己
改
革
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
30
年
度
は
、「
純
情
産
地
い
わ
て
」を
掲
げ
て
30
周
年
と
な
る
こ
と
か

ら
、よ
り
一
層
地
域
と
全
国
か
ら
愛
さ
れ
る
ブ
ラ
ン
ド
と
な
る
よ
う
な
取
り
組

み
に
加
え
、「
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
」や

「
２
０
１
９
ラ
グ
ビ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ 

釜
石
開
催
」を
見
据
え
た
、Ｇ
Ａ
Ｐ
に
よ

る
生
産
技
術
の
高
度
化
に
向
け
て
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

１
．県
産
農
畜
産
物
の
販
売
力
強
化

（１）
実
需
と
産
地
の
マ
ッ
チ
ン
グ
機
能
強
化
に
よ
る「
見
え
る
化
」促
進
お
よ
び

多
様
な
契
約・販
売
手
法
に
よ
る
農
家
所
得
向
上
への
取
組
強
化

（２）
広
域
集
出
荷
施
設「
絆
」「
結（
ゆ
い
）」の
活
用
に
よ
る
庭
先・ル
ー
ト
集
荷

対
応
の
拡
充

（３）
園
芸
生
産
者
所
得
の
安
定
化
に
向
け
た
契
約
的
取
引
お
よ
び
買
取
販
売

の
拡
大

（４）
岩
手
県
版
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
全
野
菜
出
荷
者
に
よ
る
取
り
組
み

（５）
畜
産
事
業
の
販
売
拡
大
に
向
け
た
供
給
先・全
農
グ
ル
ー
プ
会
社
と
の
産

地
提
携
事
業
の
強
化
に
よ
る
新
規
取
引
先
の
開
拓
お
よ
び
銘
柄
の
露
出

度
向
上

（６）
訴
求
力
の
あ
る
タ
レ
ン
ト
を
活
用
し
た
県
産
農
畜
産
物
の
総
合
的
な
Ｐ
Ｒ

強
化

（７）
米
、牛
肉
、り
ん
ご
、花
き
を
中
心
と
し
た
輸
出
事
業
への
取
組
強
化

6
．部
門
間
連
携
強
化
に
よ
る
農
業
者
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
と
、販
売・購
買
品
の

取
扱
拡
大

（１）
販
売・購
買
部
門
の
連
携
に
よ
る
、地
域
に
応
じ
た
販
売
品
目
と
生
産
資

材
の
提
案

（２）
石
油・ガ
ス
事
業
の
連
携
に
よ
る
、家
庭
用
燃
料
の
総
合
的
提
案
の
実
施

 Ⅱ. 

部
門
別
実
施
具
体
策
な
ら
び
に

 

行
動
計
画

【
平
成
30
年
度
基
本
方
針
】

■
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
へ
の
事
業
転
換

■
用
途
別
需
要
に
見
合
っ
た
米
穀
取
扱
数
量
の
安
定
確
保

■
流
通
コ
ス
ト
の
低
減
に
向
け
た
取
り
組
み
強
化

米
穀
部

【
実
施
具
体
策
】

国
は
、平
成
30
年
産
米
か
ら
産
地
の
自
主
的
な
取
り
組
み
に
よ
る
需
給
に
応

じ
た
生
産・販
売
と
いっ
た
農
業
政
策
への
転
換
を
進
め
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
環
境
変
化
に
対
応
し
、Ｊ
Ａ
い
わ
て
グ
ル
ー
プ
と
し
て
、「
売
れ
る

米
産
地
」と
し
て
の
地
位
を
確
立
す
る
こ
と
を
主
眼
に
、生
産・販
売
対
策
の
再

構
築
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、Ｊ
Ａ
と
の
連
携
を
は
か
り
な
が
ら
安
定
取
引
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
ま
す
。特
に
も
、農
業
者
の
所
得
の
増
大・安
定
に
向
け

て
、マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
の
視
点
で
契
約
栽
培
な
ど
需
要
に
応
じ
た
生
産
提
案
を
す

す
め
る
と
と
も
に
、岩
手
県
と
連
携
し
新
品
種
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
促
進
す
る
こ
と

で
、マ
ー
ケ
ッ
ト
か
ら
の「
い
わ
て
純
情
米
」の
全
体
評
価
底
上
げ
を
は
か
り
ま
す
。

ま
た
、生
産・集
荷
面
で
は
、Ｊ
Ａ・生
産
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
、広
域
集

出
荷
施
設
を
起
点
に
フ
レ
コ
ン・庭
先
集
荷
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
輸
送
体
制
を

確
立
し
、流
通
コ
ス
ト
の
低
減
に
取
り
組
み
ま
す
。

１
．最
重
点
取
組
事
項（
自
己
改
革
で
取
り
組
む
主
な
内
容
）

（１）
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ンへの
事
業
転
換
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ア
．マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
に
も
と
づ
く
契
約
栽
培（
3
か
年
契
約
）の
実
践

イ
．実
需
と
産
地
の
マ
ッ
チ
ン
グ
機
能
強
化
に
よ
る「
見
え
る
化
」促
進
お
よ

び
多
様
な
契
約・販
売
手
法
に
よ
る
農
業
者
所
得
の
増
大・安
定
への
取

り
組
み
強
化

ウ
．県
オ
リ
ジ
ナ
ル
新
品
種（
銀
河
の
し
ず
く・金
色
の
風
）ブ
ラ
ン
ド
化
に
よ

る
販
売
強
化

エ
．米・大
豆・麦
の
生
産
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
と
適
正
な
作
付
配
置・銘
柄
誘
導
の

実
施

（２）
流
通
コ
ス
ト
低
減（
保
管
料・運
賃
等
）に
向
け
た
取
り
組
み
強
化

ア
．県
内
販
売
の
拡
大
に
よ
る
輸
送
コ
ス
ト
低
減
と
早
期
販
売
に
よ
る
保
管

料
の
低
減

イ
．広
域
集
出
荷
施
設「
絆
」「
結
」を
活
用
し
た
効
率
的
集
約
保
管
に
よ

る
保
管
料
の
低
減

ウ
．31
フ
ィ
ー
ト
コ
ン
テ
ナ・一
貫
パ
レ
ッ
ト
輸
送
の
取
り
組
み
や
ト
ラ
ッ
ク
輸

送
の
ロッ
ト
ア
ッ
プ
の
継
続
実
施
に
よ
る
輸
送
体
制
の
確
立

２
．重
点
取
組
事
項

（１）
米
穀
取
扱
数
量
の
安
定
確
保

ア
．Ｊ
Ａ
お
よ
び
水
稲
部
会
等
への
需
要
に
も
と
づ
く
生
産
提
案
の
実
施

イ
．大
規
模
経
営
体
と
の
契
約
栽
培
に
よ
る
取
引
の
拡
充

ウ
．広
域
集
出
荷
施
設「
絆
」「
結
」の
活
用
に
よ
る
庭
先・ル
ー
ト
集
荷
対

応
の
拡
充

（２）
食
の
安
全・安
心
への
取
り
組
み
の
充
実

ア
．残
留
農
薬
な
ど
各
種
分
析
体
制
の
整
備
と
多
様
な
分
析
項
目
に
よ
る

安
全・安
心
の
確
保

イ
．Ｄ
Ｎ
Ａ
検
査
機
器
に
よ
る
自
主
検
査
体
制
の
強
化

【
平
成
30
年
度
基
本
方
針
】

■
生
産
基
盤
の
維
持
・
拡
大
と
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
に
よ
る

生
産
振
興

■「
オ
ー
ル
い
わ
て
」で
の
販
売
強
化

園
芸
部

【
実
施
具
体
策
】

30
年
度
は
、園
芸
主
産
地
と
し
て
生
産
基
盤
の
拡
大
を
は
か
り
ま
す
。と
り

わ
け
、重
点
市
場・重
点
販
売
先
か
ら
求
め
ら
れ
る
園
芸
品
目
を
生
産
振
興
し
、

「
オ
ー
ル
い
わ
て
」で
の
販
売
対
策
を
強
化
し
ま
す
。

さ
ら
に
反
収
向
上
対
策
、園
芸
品
目
導
入
提
案
、加
工・業
務
用
野
菜
生
産
対

策
、秋
冬
品
目
導
入
対
策
を
進
め
る
と
と
も
に
、各
Ｊ
Ａ
に
お
け
る
最
重
点
推
進

対
策
を
設
定
し
、大
型
園
芸
生
産
者
を
核
と
し
て
、地
域
複
合
的
に
生
産
拡
大

を
す
す
め
ま
す
。こ
の
た
め
に
、「
園
芸
産
地
確
立
事
業
」お
よ
び
買
取
販
売
に
よ

た
県
内
一
貫
生
産
体
系
モ
デ
ル
の
推
進
に
よ
り
、農
家
手
取
り
最
大
化
に
取
り

組
み
ま
す
。

１
．最
重
点
取
組
事
項（
自
己
改
革
で
取
り
組
む
主
な
内
容
）

（１）
生
産
基
盤
の
維
持
拡
充

ア
．「
和
牛
繁
殖
基
盤
強
化
対
策
事
業
」推
進
に
よ
る
中
核
農
家
育
成
と

増
頭
支
援

イ
．「
搾
乳
牛
舎
増
設
助
成
事
業
」、「
初
妊
牛
導
入
対
策
事
業
」お
よ
び

「
雌
雄
判
別
精
液
利
用
助
成
事
業
」に
よ
る
搾
乳
牛
と
後
継
牛
の
増

頭
支
援

ウ
．和
牛
改
良
セ
ン
タ
ー
を
活
用
し
た
県
内
一
貫
生
産
体
系
モ
デ
ル
の
推

進
と
生
産
コ
ス
ト
圧
縮
支
援

（２）
販
売
機
能
強
化
に
よ
る
有
利
販
売
の
推
進

ア
．全
農
グ
ル
ー
プ
関
連
会
社
等
の
機
能
を
活
用
し
た「
い
わ
て
牛
輸
出
事

業
」への
継
続
的
な
取
り
組
み

イ
．供
給
先
お
よ
び
全
農
グ
ル
ー
プ
会
社
と
の
連
携
強
化
に
よ
る「
肉
豚

産
地
提
携
事
業
」の
拡
充

ウ
．和
牛
市
場
購
買
者
誘
致
に
向
け
た
県
外
キ
ャ
ンペ
ー
ン
お
よ
び
購
買
者

懇
談
会
の
実
施

エ
．①
県
内
小
中
学
校
の
学
校
給
食
に
お
け
る
食
育
活
動　

②「
い
わ
て

牛・い
わ
て
短
角
牛
」の
利
用
促
進　

③
岩
手
の
牛
乳・い
わ
て
純
情
豚

の
消
費
拡
大
や
ス
ポ
ー
ツ
大
会
への
開
催
協
賛
等
に
よ
る
新
た
な
需
要

の
開
拓

２
．重
点
取
組
事
項

（１）
生
産
性
向
上
対
策

ア
．受
精
卵
移
植
を
活
用
し
た
酪
農
家
の
個
体
販
売
額
向
上
と
繁
殖
効

率
改
善
への
支
援

イ
．「
乳
質
改
善
事
業
」「
ミ
ル
キ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
診
断
助
成
事
業
」に
よ
る

生
産
性
向
上
対
策
の
実
施

ウ
．指
導
体
制
構
築
に
よ
る
農
家・外
部
支
援
組
織（
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
利
用

組
合
、Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
等
）への
指
導
支
援

（２）
改
良
増
殖
事
業
の
推
進
と「
第
12
回
鹿
児
島
全
共
」に
向
け
た
対
応

ア
．育
種
牛
を
活
用
し
た
特
色
あ
る
種
雄
牛
の
造
成
と
利
用
推
進

イ
．「
第
12
回
鹿
児
島
全
共
」に
向
け
た
行
動
計
画
の
策
定

（３）
人
材
の
育
成

系
統
研
修
機
関
の
積
極
活
用
に
よ
る
生
産
現
場
に
強
い
人
材
の
育
成

り
安
定
販
売
を
実
現
し
、取
り
組
む
生
産
者
を
支
援
し
ま
す
。

ま
た
、岩
手
県
が
実
施
す
る「
い
わ
て
型
野
菜
ト
ッ
プ
モ
デ
ル
産
地
創
造
事
業
」

を
積
極
的
に
活
用
し
、産
地
作
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

１
．最
重
点
取
組
事
項（
自
己
改
革
で
取
り
組
む
主
な
内
容
）

（１）
生
産
基
盤
拡
大
対
策

ア
．反
収
向
上
対
策

園
芸
産
地
改
革
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
り
、県
お
よ
び
Ｊ
Ａ
営
農
指
導
員

と
連
携
し
、反
収
向
上
の
た
め
の
技
術
の
実
証
や
普
及
を
実
施

イ
．営
農
組
織(

集
落
営
農・営
農
法
人
等)

お
よ
び
新
規
生
産
者
への
園
芸

品
目
導
入
提
案
と
買
取
販
売
の
実
施

ウ
．加
工・業
務
用
野
菜
の
生
産
拡
大

（ア）
野
菜
需
要
の
６
割
を
占
め
る
加
工・業
務
用
向
け
の
生
産
拡
大

（イ）
重
点
品
目（
寒
玉
キ
ャ
ベツ・レ
タ
ス・タ
マ
ネ
ギ
）の
設
定

（ウ）
機
械
化
体
系
の
導
入（
た
ま
ね
ぎ
）に
資
す
る
農
機
レ
ン
タ
ル
を
実

施
（エ）
買
取
販
売
を
実
施

エ
．秋
冬
品
目
の
生
産
拡
大

稲
作
お
よ
び
園
芸
生
産
者
の
周
年
生
産
出
荷
に
よ
る
経
営
安
定

オ
．労
力
確
保
対
策

各
Ｊ
Ａ
で
の
取
り
組
み
事
例
の
共
有
化
と
、中
央
会
担
い
手
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
に
よ
る
労
力
支
援
体
制
の
確
立

（２）
販
売
強
化
対
策

ア
．重
点
市
場・販
売
先
への
安
定
供
給
実
現
に
向
け
、Ｊ
Ａ
間・集
荷
場
間

の
連
携
な
ど
に
よ
る「
オ
ー
ル
い
わ
て
」と
し
て
の
責
任
供
給
体
制
強
化

イ
．直
接
販
売（
予
約
相
対
取
引
、直
接
契
約
取
引
）の
拡
大

（ア）
重
点
量
販
店
への
販
売
強
化

（イ）
加
工・業
務
事
業
者
への
販
売
推
進

ウ
．重
点
市
場・重
点
販
売
先
に
お
け
る
フ
ェ
ア
、産
地
交
流
会
等
の
販
売

促
進
対
策
の
拡
大

（３）
事
業
推
進
体
制

ア
．生
産
基
盤
拡
大
、反
収
向
上
、品
質
競
争
力
強
化
な
ど
を
目
的
に
、Ｊ

Ａ
営
農
指
導
員
を
メ
ン
バ
ー
と
し
た「
園
芸
産
地
改
革
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」

の
活
動
を
強
化

イ
．岩
手
県
版
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
全
野
菜
出
荷
者
に
よ
る
取
り
組
み
、記
帳
、残
留

農
薬
検
査
に
よ
る
安
全・安
心
志
向
に
対
応
し
た「
純
情
ブ
ラ
ン
ド
」の

確
立

２
．重
点
取
組
事
項

（１）
生
産
基
盤
拡
大
対
策

ア
．Ｊ
Ａ
別
最
重
点
推
進
対
策
の
設
定

（ア）
Ｊ
Ａ
別
に
最
重
点
推
進
対
策
と
当
該
品
目
の
必
達
面
積
を
設
定

（イ）
買
取
販
売
等
を
実
施

【
平
成
30
年
度
基
本
方
針
】

■
農
家
手
取
り
最
大
化
に
向
け
た
取
り
組
み
の
強
化

■
肥
料
農
薬
の
事
業
競
争
力
の
強
化

■
食
の
安
全
・
安
心
へ
の
取
組
強
化

■
家
庭
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
の
強
化

資
材
部

【
実
施
具
体
策
】

30
年
度
は
、28
年
度
か
ら
３
か
年
計
画
で
取
り
組
ん
で
き
た「
農
家
手
取
り

最
大
化
の
取
り
組
み
」の
最
終
年
度
と
し
て
、モ
デ
ル
Ｊ
Ａ
お
よ
び
モ
デ
ル
生
産
者

で
実
施
し
た
生
産
資
材
コ
ス
ト
削
減
、及
び
省
力
技
術
導
入
な
ど
の
実
証
結
果

を
検
証
し
ま
す
。さ
ら
に
、そ
の
成
果
を
31
年
度
か
ら
の
次
期
３
か
年
で
全
県
へ

水
平
展
開
す
る
た
め
の
重
要
な
年
と
位
置
づ
け
、取
り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。

ま
た
、肥
料
に
お
い
て
は「
Ｂ
Ｂ
肥
料
大
規
模
農
家
対
策
」の
農
家
段
階
で
の
更

な
る
定
着
と
生
産
者
ニ
ー
ズ
に
マッ
チ
し
た
肥
料
提
案
に
取
り
組
み
、農
薬
に
お
い

て
は「
系
統
農
薬
担
い
手
生
産
組
織
対
策
」の
定
着
な
ら
び
に「
担
い
手
直
送
規

格
」の
普
及・拡
充
に
取
り
組
み
、生
産
資
材
コ
ス
ト
低
減
に
積
極
的
に
寄
与
し
て

ま
い
り
ま
す
。

県
産
農
産
物
の
安
全
性
を
確
保
す
る
取
り
組
み
と
し
て
は
、残
留
農
薬
分
析・

放
射
性
物
質
検
査
等
の
各
種
分
析
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、農
薬
適
正
使
用
の

徹
底
を
は
か
り
ま
す
。

さ
ら
に
家
庭
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
の
基
盤
構
築
の
た
め
に
、ガ
ス
を
柱
と
し
た

訪
問
活
動
を
通
じ
た
家
庭
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
の
強
化
を
は
か
り
、ガ
ス
の
保
安

高
度
化
を
推
進
し
ま
す
。

１
．最
重
点
取
組
事
項（
自
己
改
革
で
取
り
組
む
主
な
内
容
）

（１）
農
家
手
取
り
最
大
化
に
向
け
た
取
り
組
み
の
強
化

ア
．モ
デ
ル
生
産
者
ご
と
の
コ
ス
ト
低
減
に
向
け
た
提
案
お
よ
び
試
験
の
実

施
イ
．提
案
内
容
の
実
践・検
証
お
よ
び
全
県
への
水
平
展
開
に
向
け
た
準
備

ウ
．各
種
講
習
会
開
催
に
よ
る
コ
ス
ト
低
減
を
提
案
で
き
る
Ｊ
Ａ
職
員
の

育
成
支
援

（２）
生
産
コ
ス
ト
低
減
に
向
け
た
取
り
組
み

ア
．施
肥
コ
ス
ト
低
減

（ア）「
Ｂ
Ｂ
肥
料
大
規
模
農
家
対
策
」の
農
家
段
階
で
の
定
着

（イ）
土
壌
診
断
の
活
用
に
よ
る
生
産
者
ニ
ー
ズ
に
マ
ッ
チ
し
た
省
力・低
コ

ス
ト
肥
料
の
推
進

（ウ）
一
層
の
施
肥
コ
ス
ト
低
減
を
目
的
と
し
た
Ｂ
Ｂ
肥
料
現
地
銘
柄
の

開
発・普
及

イ
．防
除
コ
ス
ト
低
減

（ア）「
系
統
農
薬
担
い
手
生
産
組
織
対
策
」の
定
着

イ
．「い
わ
て
型
野
菜
ト
ッ
プ
モ
デ
ル
産
地
創
造
事
業
」の
活
用

土
地
利
用
型
野
菜
経
営
お
よ
び
施
設
野
菜
団
地
を
県
と
連
携
し
推
進

ウ
．全
県
重
点
品
目（
※
）の
生
産
拡
大

（
※
）全
県
重
点
品
目（
14
品
目
）：
き
ゅ
う
り
、ト
マ
ト
、ミ
ニ
ト
マ
ト
、

ピ
ー
マ
ン
、な
す
、キ
ャ
ベツ
、ね
ぎ
、ほ
う
れ
ん
そ
う
、レ
タ
ス
、ア
ス
パ
ラ
ガ

ス
、し
い
た
け
、り
ん
ご
、り
ん
ど
う
、小
菊

（２）
販
売
強
化
対
策

ア
．生
産
技
術
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
、品
質
ク
レ
ー
ム
へ
の
迅
速
対
応
、目
揃
え
会

お
よ
び
検
査
体
制
の
充
実
に
よ
る
品
質
競
争
力
の
強
化

イ
．物
流
体
制
の
改
善

（ア）
出
荷
計
画
の
精
度
向
上
と「
標
準
パ
レ
ッ
ト
積
載
量
」の
順
守
に
よ
る

ト
ラ
ッ
ク
積
載
率
の
向
上

（イ）
出
荷
先
市
場
の
集
約
検
討
や
Ｊ
Ａ
集
荷
場
予
冷
庫
活
用
で
の
在
庫

調
整
出
荷
に
よ
る
、ト
ラ
ッ
ク
産
地
出
発
時
間
の
前
進
化
と
輸
送
時

間
の
短
縮
化

（ウ）
輸
送
の
効
率
化
に
よ
る
輸
送
コ
ス
ト
上
昇
の
抑
制

（３）
生
産
コ
ス
ト
削
減
対
策

「
園
芸
産
地
改
革
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」に
お
け
る
反
収
向
上
対
策
を
テ
ー
マ
と

し
た
活
動
強
化
に
よ
り
、生
産
性
の
改
善
、反
収
向
上
に
よ
る
収
益
向
上

策
を
推
進

（４）
事
業
推
進
体
制

野
菜・菌
床
し
い
た
け・乾
椎
茸・花
き
な
ど
の
生
産
者
を
含
め
た
協
議
会

活
動
を
通
じ
て
の
生
産
者
の
生
産
拡
大
、販
売
の
系
統
結
集
推
進

【
平
成
30
年
度
基
本
方
針
】

■
生
産
現
場
に
強
い
人
材
の
育
成
並
び
に
確
保
と
生
産

指
導
課
を
軸
と
し
た
指
導
体
制
の
構
築

■
系
統
組
織
の
機
能
を
活
か
し
た
和
牛
の
県
内
一
貫
生

産
体
系
モ
デ
ル
確
立
に
よ
る
農
家
経
営
基
盤
の
安
定

畜
産
酪
農
部

【
実
施
具
体
策
】

畜
産
酪
農
事
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、生
産
者
の
高
齢
化
や
就
労
人
口
の
減

少
に
よ
り
、生
産
基
盤
拡
大
に
伴
う
人
員
確
保
が
今
ま
で
以
上
に
困
難
に
な
る

と
と
も
に
、資
金
力
の
あ
る
企
業
畜
産
の
大
規
模
化
が
更
に
進
む
と
考
え
ら
れ

ま
す
。ま
た
、肉
用
牛
の
肥
育
事
業
に
お
い
て
は
、子
牛
並
び
に
搾
乳
用
初
妊
牛

等
の
市
場
価
格
が
弱
含
み
に
転
じ
て
い
る
も
の
の
、依
然
高
値
安
定
が
継
続
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、再
生
産
に
対
し
大
き
な
支
障
を
き
た
す
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
基
本
に
立
ち
返
り
、30
年
度

も
引
き
続
き
生
産
性
向
上
と
、系
統
機
能（
和
牛
改
良
セ
ン
タ
ー
等
）を
活
か
し

（イ）「
大
型
規
格
」お
よ
び「
担
い
手
直
送
規
格
」の
普
及・拡
充

（ウ）
系
統
共
同
開
発
品
目
な
ど
の
低
コ
ス
ト
農
薬
の
採
用
促
進

２
．重
点
取
組
事
項

（１）
系
統
結
集
に
よ
る
事
業
競
争
力
の
強
化

ア
．販
売
部
門
と
の
連
携
に
よ
る
肥
料
農
薬
の
取
り
扱
い
拡
大

（ア）
栽
培
方
法
や
農
家
ニ
ー
ズ
に
適
応
し
た
Ｂ
Ｂ
肥
料
の
開
発・普
及

（イ）
い
わ
て
の
特
長
で
あ
る
土
づ
く
り
肥
料
の
普
及
に
よ
る
良
質
米
生

産
の
た
め
の
支
援

（ウ）
系
統
独
自
品
目
の
普
及
拡
大
に
よ
る
水
稲
減
農
薬
栽
培
で
の
コ
ス

ト
削
減

イ
．Ｊ
Ａ
と
一
体
と
な
っ
た
農
家
推
進
の
強
化・充
実

（２）
食
の
安
全・安
心
への
取
り
組
み
強
化

ア
．食
の
安
全・安
心
確
保
に
向
け
た
各
種
分
析（
残
留
農
薬
分
析
、放
射

性
物
質
検
査
、Ｄ
Ｎ
Ａ
検
査
な
ど
）の
実
施

イ
．土
壌
分
析
結
果
に
基
づ
い
た
施
肥
指
導
お
よ
び
省
力・低
コ
ス
ト
栽
培

技
術
の
提
案

（３）
家
庭
用
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
の
強
化
お
よ
び
ガ
ス
保
安
高
度
化
の
推
進

ア
．販
売
力
の
強
化

（ア）
Ｊ
Ａ
と
組
合
員・消
費
者
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
た
め
の
訪
問
活

動
の
充
実

（イ）
燃
料
転
換
を
中
心
と
し
た
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
増
販
と
関
連
機
器
拡
販

（ウ）
石
油
事
業
と
の
連
携
に
よ
る
家
庭
用
燃
料
の
総
合
的
提
案
の
実
施

イ
．保
安
力
の
強
化

（ア）
Ｊ
Ａ
ガ
ス
事
業
自
主
点
検
に
よ
る
自
主
保
安
体
制
の
充
実
お
よ
び

販
売
所
への
保
安
指
導
の
実
施

（イ）

 

24
時
間
監
視
シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
ガ
ス
キ
ャ
ッ
チ
普
及
率
拡
大
に
よ

る
保
安
高
度
化

ウ
．容
器
検
査
施
設
お
よ
び
充
填
施
設
の
運
営
改
善

他
系
列
業
者
と
の
連
携
に
よ
る
効
率
的
な
充
填・耐
圧
検
査
の
実
施

【
平
成
30
年
度
基
本
方
針
】

■
農
機
コ
ス
ト
の
低
減
に
よ
る
担
い
手
支
援

■
事
業
環
境
に
対
応
し
た
人
材
育
成

農
機
事
業
部

【
実
施
具
体
策
】

中
小
農
業
機
械
を
中
心
と
し
た
需
要
は
、農
家
戸
数
の
減
少
に
よ
り
大
き
く

減
少
し
て
お
り
ま
す
。ま
た
農
業
機
械
費
用
は
、労
力
軽
減・時
間
短
縮・作
業

要
員
削
減
な
ど
を
目
的
と
し
た
高
機
能・高
能
力
化
に
よ
り
増
大
傾
向
に
あ
る

た
め
、導
入
費
用
低
減
と
維
持
費
用
の
低
減
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
本
会
は
、自
己
改
革
と
し
て「（
※
１
）機
能
厳
選
低
価
格
ト
ラ
ク
タ
ー
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施
し
ま
す
。さ
ら
に
Ｓ
Ｓ
の
運
営
改
善
に
向
け
、各
種
研
修
会
並
び
に
Ｃ
Ｓ（
お

客
様
満
足
度
）調
査
の
実
施
を
通
じ
た
改
善
提
案
を
お
こ
な
い
、お
客
様
満
足
度

向
上
に
よ
る
販
売
数
量
の
維
持
お
よ
び
新
規
顧
客
獲
得
を
め
ざ
し
た
事
業
競
争

力
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

ま
た
自
己
改
革
の
取
り
組
み
と
し
て
、30
年
度
も
引
き
続
き
生
産
者
所
得
向

上
に
取
り
組
み
ま
す
。

１
．生
産
者
所
得
向
上
に
向
け
た
取
り
組
み

農
業
用
軽
ト
ラ
ッ
ク
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
の
安
価
販
売（
９
月
～
10
月
）の
実
施

２
．修
正
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定・実
践

（１）
フ
ル
Ｓ
Ｓ
の
セ
ル
フ
化
促
進
提
案（
セ
ル
フ
改
造
促
進
、新
規
出
店
等
）

（２）
既
存
セ
ル
フ
の
リ
ニュー
ア
ル
促
進
提
案

（３）
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
Ｓ
Ｓ
の
低
コス
ト
建
設・運
営
提
案（
コンパク
ト
セ
ル
フ
化
提
案
）

３
．運
営
力
強
化
と
ブ
ラ
ン
ド
力
向
上

（１）
人・店
創
り
、接
客
、ク
レ
ン
リ
ネ
ス
の
徹
底
等
の
運
営
改
善
に
よ
る
現
場

対
応
力
強
化

（２）
既
存
セ
ル
フ
Ｓ
Ｓ
の
黒
字
化
に
向
け
た
再
検
討

（
機
器
老
朽
化
の
改
善
、集
客
力
向
上
、販
売
力
強
化
）

４
．新
型
Ｐ
Ｏ
Ｓ
の
活
用
促
進

バ
ナ
ー
広
告
な
ど
の
販
促
機
能
強
化
や
安
定
稼
働
、高
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
等
の

実
現

５
．営
農
用・暖
房
用
燃
料
の
維
持
拡
大

（１）
巡
回
活
動
等
を
通
じ
た
未
利
用
組
合
員
、新
規
顧
客
利
用
への
利
用
促
進

（２）
営
農
用
資
材（
農
業
用
燃
料
等
）の
コ
ス
ト
低
減
に
よ
る
農
業
者
への
支
援

対
策

【
平
成
30
年
度
基
本
方
針
】

■
マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
へ
の
事
業
転
換

■
総
合
販
売
企
画
の
実
践
を
通
じ
た「
純
情
産
地
い
わ

て
」ブ
ラ
ン
ド
の
底
上
げ

■
生
産
者（
J
A
・
組
合
員
）と
消
費
者
・
実
需
者
と
の
懸

け
橋
機
能
の
最
大
化

消
費
地
販
売
部

【
実
施
具
体
策
】

「
農
家
組
合
員
の
所
得
増
大
」の
実
現
に
向
け
て
、各
販
売
部
門（
米
穀・園

芸・畜
産
）と
一
体
と
な
り「
純
情
産
地
い
わ
て
」の
総
合
的
な
販
売
力
強
化
と
知

名
度
向
上
を
推
し
進
め
ま
す
。

ま
た
、消
費
地（
東
京・名
古
屋・大
阪
）に
お
け
る
県
産
農
畜
産
物
の
販
売
拠

点
と
し
て
、消
費
地
目
線
で
の
販
売
企
画
の
提
案
や
消
費
宣
伝・販
売
促
進
に

取
り
組
む
こ
と
で
、本
県
産
米
オ
リ
ジ
ナ
ル
新
品
種「
銀
河
の
し
ず
く
」「
金
色
の

風
」や
り
ん
ご
の
新
ア
イ
テ
ム「
紅
い
ろ
シ
リ
ー
ズ
」「
冬
恋
」な
ど
の
定
着
化
を
は

か
り
ま
す
。

更
に
、「
純
情
産
地
い
わ
て
」ブ
ラ
ン
ド
の
底
上
げ
を
は
か
る
た
め
、消
費
者・実

需
者
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、産
地
に
対
し
て
迅
速
な
情
報
発
信
を
お
こ
な
い

「
純
情
産
地
い
わ
て
」の
販
売
戦
略
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

１
．米
穀
部
門

マ
ー
ケ
ッ
ト
イ
ン
の
視
点
で「
い
わ
て
純
情
米
」の
契
約
栽
培
な
ど
需
要
に

応
じ
た
生
産
提
案
を
実
践
し
、実
需
と
産
地
の
マ
ッ
チ
ン
グ
に
よ
る
農
家
組

合
員
の
所
得
増
大・安
定
に
向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

２
．園
芸
部
門

「
い
わ
て
純
情
野
菜
」「
い
わ
て
純
情
り
ん
ご
」の
指
定
席
確
保
の
た
め
、重

点
市
場
や
重
点
販
売
先
な
ど
取
引
先
の
ニ
ー
ズ
に
基
づ
い
た
販
売
提
案
に

よ
り
、安
定
販
売
の
構
築
を
は
か
り
ま
す
。

３
．畜
産
部
門

「
い
わ
て
牛
」の
安
定
的
取
引
を
は
か
る
た
め
、食
肉
市
場
で
の
立
会
を

通
じ
て
購
買
者
に
対
し
積
極
的
に
産
地
紹
介
を
お
こ
な
う
と
と
も
に
、各

購
買
者
が
求
め
る
肉
質
情
報
の
収
集
・
分
析
を
お
こ
な
い
、産
地
へ
の
情
報

発
信
と
新
規
取
扱
推
奨
店
の
獲
得
に
つ
な
げ
ま
す
。

【
平
成
30
年
度
基
本
方
針
】

■
事
業
環
境
変
化
に
即
応
す
る
事
業
運
営
の
実
践
と
会

員
J
A
・
生
産
者
へ
の
取
り
組
み
の
見
え
る
化

■
全
農
自
己
改
革
の
確
実
な
実
践
に
向
け
た
進
捗
管
理

の
徹
底

■
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢
と
リ
ス
ク
管
理
対
応
の
強
化

管
理
部

【
実
施
具
体
策
】

「
純
情
産
地
い
わ
て
」30
周
年
を
迎
え
、変
化
す
る
事
業
環
境
に
即
応
し
た
事

業
運
営
を
実
践
し
、会
員
Ｊ
Ａ・生
産
者
の
声
に
応
え
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、消
費
者
に
信
頼
さ
れ
る「
純
情
産
地
い
わ
て
」を
目
指
し
、販
売
力
強

化
に
向
け
た
ブ
ラ
ン
ド
の
認
知
度
向
上
と
本
会
事
業
の
理
解
醸
成
に
向
け
た
広

報
活
動
を
展
開
を
し
ま
す

１
．会
員
Ｊ
Ａ・生
産
者
に
信
頼
さ
れ
る
事
業
運
営
の
実
践
と
経
営
基
盤
の
充
実

（１）
会
員
Ｊ
Ａ
と
一
体
と
な
っ
た
事
業
運
営
の
た
め
の
県
本
部
機
能
の
充
実

（２）
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
も
と
づ
く
環
境
変
化
に
迅
速
に
対
応
す
る
経
営
管

理
の
実
践

（３）
自
己
改
革
の
進
捗
管
理
と
取
り
組
み
の
見
え
る
化

２
．職
員
の
資
質
向
上
と
経
営
効
率
化
の
推
進

（１）
事
業
環
境
の
変
化
お
よ
び
自
己
改
革
に
対
応
で
き
る
職
員
の
育
成

（２）
新
た
な
事
業
展
開
に
向
け
た
若
手
職
員
の
視
野
拡
大
を
目
的
と
し
た
研

修
の
充
実

（３）
効
率
的
な
事
業
運
営
に
向
け
た
管
理
業
務
の
合
理
化・集
約
化
の
促
進

（４）
適
正
な
経
理
業
務
の
実
践
と
研
修
を
通
じ
た
県
本
部
職
員
の
経
理
能
力

の
向
上

３
．コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢
と
リ
ス
ク
管
理
機
能
の
強
化

（１）
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
態
勢
評
価
に
よ
る
体
制
の
確
立

（２）「
一
斉
事
業
点
検
」に
よ
る
リ
ス
ク
管
理
の
強
化

（３）
再
発
防
止
策
の
徹
底
に
よ
る
リ
ス
ク
事
案
の
未
然
防
止

４
．「
純
情
産
地
い
わ
て
」30
周
年
に
お
け
る
認
知
度
向
上
と
本
会
事
業
の
理

解
醸
成
に
向
け
た
広
報
活
動
の
強
化

（１）
県
本
部
一
体
と
な
っ
た
イ
ベ
ン
ト・テ
レ
ビ
Ｃ
Ｍ
等
を
活
用
し
た「
純
情
ブ

ラ
ン
ド
」の
更
な
る
周
知
拡
大

（２）
訴
求
力
の
あ
る
タ
レ
ン
ト
を
活
用
し
た
県
産
農
畜
産
物
の
Ｐ
Ｒ
強
化

（３）
県
産
農
畜
産
物
の
消
費
拡
大
に
向
け
た
直
営
飲
食
店
舗
の
運
営

（４）
ス
ポ
ー
ツ
大
会
へ
の
協
賛
や
農
業
体
験
イ
ベ
ン
ト
実
施
を
通
じ
た「
純
情

産
地
い
わ
て
」フ
ァ
ン
づ
く
り
活
動
の
充
実

の
取
り
組
み
」を
新
た
に
実
践
す
る
と
と
も
に
、「
コ
ン
バ
イ
ン
の
シ
ェア
リ
ー
ス
」を

促
進
し
、あ
わ
せ
て
農
家
の
初
期
費
用
低
減
を
目
的
と
し
た
、鉄
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
専

用
播
種
機
の
レ
ン
タ
ル
機
増
台
に
よ
る
利
用
促
進
を
は
か
り
ま
す
。さ
ら
に
、基

幹
整
備
セ
ン
タ
ー
へ
の「
格
納
整
備
促
進
と
セ
ル
フ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
促
進
」に
よ
り
、

故
障
の
予
防
に
よ
る
担
い
手
の
農
機
具
維
持
費
低
減
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、技
術
向
上・資
格
取
得
な
ど
の
人
材
育
成
に
よ
る
現
場
対
応
力
向
上

や
、ド
ロ
ー
ン
な
ど
の
新
技
術
の
情
報
提
供・提
案
に
よ
り
、生
産
者
か
ら
求
め
ら

れ
る
事
業
展
開
を
す
す
め
て
ま
い
り
ま
す
。

１
．最
重
点
取
組
事
項（
自
己
改
革
で
取
り
組
む
主
な
内
容
）

（１）
農
機
コ
ス
ト
の
低
減
に
よ
る
担
い
手
支
援

ア
．「
機
能
厳
選
低
価
格
ト
ラ
ク
タ
ー
の
取
り
組
み
」と「（
※
２
）田
植
機

の
プ
レ
共
同
購
入
品
の
普
及
」に
よ
る
農
機
コ
ス
ト
低
減

イ
．Ｊ
Ａ・園
芸
部
と
の
連
携
に
よ
る
タ
マ
ネ
ギ
用
機
械
と
鉄
コ
ー
テ
ィ
ン
グ

播
種
専
用
機
の
レ
ン
タ
ル
利
用
促
進
、及
び
シ
ェ
ア
リ
ー
ス
の
利
用
者

拡
大
に
よ
る
農
機
コ
ス
ト
の
低
減

ウ
．基
幹
整
備
セ
ン
タ
ー
活
用
に
よ
る
、点
検・格
納
整
備
の
促
進
、各
地
区

Ｍ
Ｃ（
マ
シ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
）へ
の
サ
ポ
ー
ト
強
化
、及
び
大
型
の
担
い
手

農
家
を
対
象
と
し
た
セ
ル
フ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
講
習
会
実
施

（２）
東
北
広
域
部
品
セ
ン
タ
ー
への
参
画（
平
成
31
年
1
月
稼
働
予
定
）

31
年
度
の
本
格
稼
働
に
お
け
る
即
納
率
の
向
上（
80
％
以
上
）

２
．重
点
取
組
事
項

（１）
事
業
環
境
に
対
応
し
た
人
材
育
成

ア
．整
備・修
理
技
術
の
向
上
に
向
け
た
、Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
農
機
検
定
及
び

公
的
必
要
資
格
取
得
に
よ
る
人
材
育
成

イ
．中
古
農
機
の
流
通
拡
大
に
向
け
た
中
古
農
機
査
定
士
の
養
成

（２）
新
技
術
への
提
案

ア
．進
化
し
続
け
て
い
る
農
薬
散
布
用
ド
ロ
ー
ン
の
供
給
体
制
強
化
に
向

け
た
ラ
イ
セ
ン
ス・法
定
点
検
体
制
の
整
備
、及
び
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
職
員

の
ラ
イ
セ
ン
ス
取
得
提
案

イ
．ド
ロ
ー
ン
の
実
証（
購
入
取
得
前
実
証
）な
ど
に
対
す
る
新
規
活
用
方

法（
作
業
役
務
受
委
託
な
ど
）を
メ
ー
カ
ー
協
賛
で
の
検
討
実
施

【
平
成
30
年
度
基
本
方
針
】

■
専
門
機
能
強
化
に
よ
る
新
た
な
事
業
領
域
の
拡
大

■
事
業
環
境
に
対
応
し
た
人
材
育
成

東
北
広
域
施
設
事
業
所（
岩
手
）

【
実
施
具
体
策
】

全
国
的
な
建
設
情
勢
に
お
け
る
着
工
床
面
積
で
は
、政
府
に
よ
る
経
済
対
策

や
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
関
連
の
重
要
喚
起
等
に
よ
り
今
後
も
堅
調
に
推
移
す
る

と
見
込
ま
れ
る
一
方
、建
設
コ
ス
ト
は
、建
設
就
業
者
の
高
齢
化
や
労
働
者
不
足

に
よ
る
労
務
費
の
上
昇
に
よ
り
、依
然
増
嵩
傾
向
が
続
く
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
う
し
た
な
か
、「
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
低
減
と
担
い
手
対
応
支
援
」を
重
点
と
し

て
、老
朽
化・遊
休
施
設
の
統
廃
合
や
補
改
修
、既
存
施
設
の
用
途
変
更
や
能
力
増

強
な
ど
、多
様
な
要
求
に
応
え
る
提
案
に
取
り
組
み
ま
す
。特
に
会
員
Ｊ
Ａ
の
既

存
施
設
調
査
に
よ
る
物
件
管
理
台
帳
の
作
成
を
、30
年
度
以
降
も
１
Ｊ
Ａ
／
年
を

目
標
に
全
Ｊ
Ａ
で
展
開
す
る
こ
と
に
よ
り
、効
果
的
な
提
案
を
実
現
し
て
ま
い
り

ま
す（
29
年
度
は
１
Ｊ
Ａ
：
478
施
設
の
台
帳
を
作
成
）。

ま
た
、事
業
継
続
に
不
可
欠
な
、「
１
級
認
証
プ
ラ
ン
ト
施
工
管
理
担
当
者
」や

「
一
級
建
築
士
」な
ど
専
門
能
力
の
高
い
技
術
者
の
確
保
と
育
成
に
継
続
し
て

取
り
組
み
ま
す
。

１
．提
案
型
事
業
の
拡
大

（１）
新
築
物
件
に
お
け
る
諸
条
件
整
理
と
魅
力
あ
る
提
案

（２）
補
改
修
物
件
に
お
け
る
調
査
診
断
と
提
案

（３）
担
い
手
経
営
体
に
対
す
る
交
付
金
事
業
等
の
提
案
に
よ
る
施
設
整
備
の

実
施

２
．震
災
復
興
へ
の
対
応

（１）
震
災
復
興
工
事
の
施
主
代
行
に
よ
る
事
業
化

（２）
将
来
の
持
続
的
な
事
業
対
応
も
考
慮
し
た
復
興
支
援

３
．省
エ
ネ
設
備
等
へ
の
提
案
と
採
用

（１）
設
計
物
件
への
提
案
と
採
用

（２）
既
存
施
設
の
調
査
、診
断
、改
善
計
画
の
提
案

４
．事
業
環
境
に
対
応
し
た
人
材
育
成

「
１
級
認
証
プ
ラ
ン
ト
施
工
管
理
担
当
者
」や「
一
級
建
築
士
」の
有
資
格
者

の
人
材
確
保

【
平
成
30
年
度
基
本
方
針
】

■
新
事
業
体
制
に
伴
う
修
正
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定
・

実
践

■
S
S
運
営
力
強
化
に
よ
る
取
扱
シ
ェ
ア
の
拡
大

北
東
北
石
油
事
業
所（
岩
手
）

【
実
施
具
体
策
】

石
油
事
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、軽
自
動
車
の
増
加
、低
燃
費
車
の
普
及
、

デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
の
保
有
台
数
の
減
少
、電
気・ガ
ス
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
転
換
、効
率
の

改
善
等
に
よ
り
石
油
製
品
需
要
の
減
少
が
続
く
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中
、本
会
と
し
て
修
正
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
実
践
に
よ
り
、

施
設
の
老
朽
化
に
よ
る
Ｓ
Ｓ
統
廃
合
や
、セ
ル
フ
Ｓ
Ｓ
建
設
に
向
け
た
提
案
を
実

【岩手県本部 部門別取扱高計画】 （単位：千円、％）

部門・ユニット 30年度計画 29年度計画 前年比

米 穀 29,040,667 28,689,589 101

大 豆 な た ね 460,000 529,912 87

麦 類 230,000 254,451 90

袋 資 材 51,000 64,500 79

米 穀 部 計 29,781,667 29,538,452 101

園 芸 23,674,854 24,354,700 97

一 般 農 産 323,000 330,700 98

園 芸 資 材 248,000 246,400 101

段 ボ ー ル 資 材 1,423,300 1,609,200 88

園 芸 部 計 25,669,154 26,541,000 97

畜 産 生 産 3,231,524 2,887,848 112

畜 産 販 売 17,681,000 18,013,250 98

生 体 販 売 15,230,300 16,097,880 95

酪 農 21,284,450 21,988,500 97

畜 産 酪 農 部 計 57,427,274 58,987,478 97

肥 料 4,747,573 5,061,370 94

農 薬 2,324,763 2,610,585 89

袋 資 材 470,600 477,180 99

Ｊ Ａ Ｇ 17,000 13,000 131

ガ ス 1,526,904 1,485,400 103

資 材 部 計 9,086,840 9,647,535 94

農 機 2,770,900 2,953,400 94

建 設 5,200,000 2,400,000 217

石 油 13,118,500 12,718,184 103

総 合 計 143,054,335 142,786,049 100

 Ⅲ. 

経
営
計
画 

取
扱
高
計
画

（
※
１
）機
能
厳
選
低
価
格
ト
ラ
ク
タ
ー
へ
の
取
り
組
み
と
は

機
能
を
厳
選
し
た
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー（
60
馬
力
ク
ラ
ス
）の
開
発
を
、生
産
者
モ
ニ
タ
ー
に
よ
る
必
要

機
能
の
検
証
や
、１
万
名
を
超
え
る
生
産
者
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
も
と
づ
く
ニ
ー
ズ
分
析
に
よ
り
各

農
機
メ
ー
カ
ー
に
要
求
し
、共
同
購
入
を
お
こ
な
い
ま
す
。な
お
順
次
機
種
・ク
ラ
ス
の
拡
大
を
す
す

め
ま
す
。

（
※
２
）田
植
機
の
プ
レ
共
同
購
入
品
の
普
及
と
は

ク
ボ
タ
ワ
ー
ル
ド
シ
リ
ー
ズ（
低
価
格
田
植
機
）の
共
同
購
入
に
よ
る
普
及
の
取
り
組
み
の
こ
と
で
、全

国
の
予
約
数
量
結
集
に
よ
る
メ
ー
カ
ー
へ
の一
括
発
注
に
よ
り
、農
機
コ
ス
ト
低
減
を
目
指
し
ま
す
。

07 KLARA vol.825 KLARA vol.82507 06



県本部長　畠山　俊彰 
副本部長　藤村　明智 
副本部長　高橋　　司 
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理
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介
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介
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憲
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友
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長
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田
　
　
博

（兼）
セ
ン
タ
ー
長

　丸
田
　
　
博

（兼）
セ
ン
タ
ー
長

　丸
田
　
　
博

（兼）
セ
ン
タ
ー
長

　丸
田
　
　
博

（兼）
セ
ン
タ
ー
長

　丸
田
　
　
博

セ
ン
タ
ー
長

　藤
井
　
秀
一 

　
　
　
　
　川
底
　
優
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　村
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　坂
本
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　小
倉
　
俊
春
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部
田
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則

榊
　
　
　
明
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藤
　
俊
介

橋
本
　
春
香

澤
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セ
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澤
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課
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潤
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﨑
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史
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史
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史
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貴
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※
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※
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※

畠
山
　
源
章

※

佐
藤
　
幹
夫  

小
田
中
　
進

高
橋
　
桃
子  

※

セ
ン
タ
ー
長※

上
戸
　
　
修

　
　
　
　

※

沼
田
　
和
元 

※

新
井
田
健
一

　髙
橋
宗
一
郎

泉
舘
美
由
紀

武
蔵
　
　
亙

セ
ン
タ
ー
長※

板
山
　
和
晃

　
　
　
　

※

田
中
舘
　
忠 

基
幹
整
備
セ
ン
タ
ー 

花
巻
農
機
セ
ン
タ
ー

北
上
農
機
セ
ン
タ
ー

西
和
賀
農
機
セ
ン
タ
ー

遠
野
農
機
セ
ン
タ
ー

矢
巾
農
機
セ
ン
タ
ー

江
刺
農
機
セ
ン
タ
ー

管

理

部

消
費
地
販
売
部

米

穀

部

東
和
農
機
サ
ブ
セ
ン
タ
ー

石
鳥
谷
農
機
セ
ン
タ
ー

園

芸

部

畜
産
酪
農
部

資

材

部

農
機
事
業
部

課

　
　長

　山
崎
　
　
勉

課
長
代
理

　鈴
木
　
　
淳

　
　
　
　
　藤
原
　
明
美 

　
　
　
　
　法
領
田
祐
子 

　
　
　
　
　及
川
　
将
司

　
　
　
　
　高
橋
美
由
紀 

　
　
　
　
　津
田
　
　
旭

　
　
　
　
　三
浦
　
智
史

　
　
　
　
　髙
村
　
聖
弥

　
　
　
　
　宇
部
　
純
吾

農
業
機
械
課

総

合

企

画

課

総

務

人

事

課

経

理

課

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
課

消
費
地
販
売
課

米

穀

販

売

課

生

産

販

売

課
（兼）
課

　長

　鈴
木
　
　
公 

課
長
代
理

　沼
宮
内
一
成 

　
　
　
　
　松
ノ
木
祐
幸

　
　
　
　
　三
浦
　
靜
江

　
　
　
　
　阿
部
　
宏
司

秋
山
　
百
合 

菅
原
　
栄
伸 

塚
本
　
友
樹 

山
本
　
玄
輝

久
慈
　
　
葵

花

き
・
資

材

課

畜
産
統
括
課

畜
産
販
売
課

　土
生
川
佳
世

　池
田
　
知
生 

生
産
指
導
課

家
畜
市
場
課

酪

農

課

肥
料
資
材
課

エ
ネ
ル
ギ
ー
課

　
　
　
　
　近
江
　
　
輝

　
　
　
　
　山
本
　
優
乃

　
　
　
　
　木
村
　
千
寿 

 

　小
菅
　
裕
明

※

千
葉
　
恒
雄

　大
坪
　
健
一

課

　
　長

　加
澤
　
直
志

　
　
　
　
　千
葉
　
　
丈

営
農
技
術
課

肥
料
農
薬
推
進
課

和
牛
改
良
セ
ン
タ
ー

（兼）
室

　長

　高
橋
　
健
一 

　
　
　
　
　坂
下
　
憲
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　休
石
　
　
茂    

和

牛

登

録

室 

岩
手
山
麓
コ
ー
ル
ド
セ
ン
タ
ー

下
閉
伊
コ
ー
ル
ド
セ
ン
タ
ー

（兼）
セ
ン
タ
ー
長

　丸
田
　
　
博

葛
巻
コ
ー
ル
ド
セ
ン
タ
ー

遠
野
コ
ー
ル
ド
セ
ン
タ
ー

金
ヶ
崎
コ
ー
ル
ド
セ
ン
タ
ー

い
わ
い
コ
ー
ル
ド
セ
ン
タ
ー

大
野
コ
ー
ル
ド
セ
ン
タ
ー

（兼）
セ
ン
タ
ー
長

　菊
池
　
勇
悟

県
南
供
給
セ
ン
タ
ー

岩
手
ク
ミ
ア
イ

プ
ロ
パ
ン
セ
ン
タ
ー

園
芸
育
苗
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長

　山
本
　
純
三 

　
　
　
　
　平
坂
　
健
宏 

　
　
　
　
　畠
山
　
博
人

　
　
　
　
　吉
田
　
有
吾

　
　
　
　
　中
村
　
久
悦

（兼）
セ
ン
タ
ー
長

　三
浦
　
瑞
明 

　
　
　
　
　遠
藤
　
篤
彦 

　
　
　
　
　川
畑
　
春
海

　
　
　
　
　照
井
　
淳
夫

　
　
　
　
　岩
渕
　
　
恵

 

　
　
　
　
　上
田
　
恭
正

　
　
　
　
　畠
山
誉
司
子

　
　
　
　
　小
笠
原
　
翔

県
北
園
芸
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長

　古
坐
　
茂
樹

　
　
　
　
　菊
池
　
由
晃 

県
央
園
芸
セ
ン
タ
ー

県
南
園
芸
セ
ン
タ
ー

総会・総代会

経営管理委員会 監　　　事

県本部運営委員会
理　事　会

県本部

（兼）
場

　長

　久
保
　
正
和

（兼）
場

　長

　久
保
　
正
和

中
央
家
畜
市
場

県
南
家
畜
市
場

（兼）
セ
ン
タ
ー
長

　川
村
　
憲
幸

（兼）
セ
ン
タ
ー
長

　川
村
　
憲
幸

花
巻
物
流
セ
ン
タ
ー

岩
手
中
央
物
流
セ
ン
タ
ー

（兼）
セ
ン
タ
ー
長

　高
橋
　
一
樹

（兼）
セ
ン
タ
ー
長

　高
橋
　
一
樹

い
わ
て
純
情
米
広
域
集
出
荷
セ
ン
タ
ー

い
わ
て
純
情
米
県
北
広
域
集
出
荷
セ
ン
タ
ー

純
情
産
地
い
わ
て
の
店「
み
の
る
ダ
イ
ニ
ン
グ
」

い
わ
て
純
情
米
の
店「
銀
河
食
堂
」

（兼）
課

　長

　大
津
　
信
一 

課
長
代
理

　千
葉
　
祐
一

　
　
　
　
　圷
　
早
央
梨 

　

平成30年度　全農岩手県本部編成表（平成30年4月1日） ※印はJA関連会社からの受入出向者

本所 グループ会社統括部　グループ会社監査課 立花　　工 
吉岡　誠江

総合企画部 企画課 佐藤　宏文 
経理部 審査課 吉田　桃子 
家畜衛生研究所ｸﾘﾆｯｸｾﾝﾀｰ東北分室 小笠原久美子
ＥＴ研究所北日本分場 千葉　祐一
肥料農薬部 総合課 柿崎　　龍

本所 肥料農薬部 広域土壌分析センター岩手 小笠原富美男
生産資材部　農業機械課 大内　修瑛
生産資材部 東北広域施設事業所 三浦　　実

吉田　一寿 
水堀　宏樹
川原　美香
篠澤　航平

本所 生産資材部 東北広域施設事業所 岩手施設事務所 武田　　修
三浦　友一
太田　正孝
中村　　睦

燃料部 北東北石油事業所 岩手推進課 今野　長博
小山田和也
岩本　雄州

本所 燃料部 北東北石油事業所 岩手推進課 岩本　大樹 
橋本　　遼
阿部　清一

㈱純情米いわて 藤原　次則
（公社)岩手県農畜産物価格安定基金協会 久慈　　正
ＪＡ全農北日本くみあい飼料㈱ 藤原　豊一 
ＪＡ全農北日本くみあい飼料㈱北東北支店 西野　和幸 

藤倉　　隆
対馬　　巧 
斉藤　　光 

ＪＡ全農北日本くみあい飼料㈱北東北支店 佐々木慎士 
北日本ＪＡ畜産㈱ 小原　克也 
東北生乳販売農業協同組合連合会 千田　寿幸 
㈱Ａコープ北東北 古坐　博夫  

中村　良徳
岩手県農業協同組合中央会 多田　和夫

今村　信明 

岩手県農業協同組合中央会 担い手サポートセンター 新沼　真也
村上　勘爾
小田　裕之
亀井　拓也
菊池　　規

岩手県厚生農業協同組合連合会 佐藤　広之
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ＪＡ全農いわては、３月12日（月）に、県産牛乳の消費拡大を目的とした
「2018いわての牛乳ありがとうキャンペーン」の抽選会を開催しました。
　本キャンペーンは、県内対象メーカーの牛乳を飲み、牛乳パックに記載し
てある公正マーク表示部分を集めてご応募いただいた方の中から、抽選で
商品をプレゼントするものです。

今年の総応募数は、20,199通。昨年度より、1,415通も増加しました。
応募総数は、毎年伸びています。着実に、いわての牛乳に対する、県内消費
者の皆様の認知度が上がっております。今後も、いわての牛乳の消費拡大
に取り組んでまいります。

当選者の皆様には、炭炊釜やロボット掃除機ルンバなどの豪華賞品が配
送されます。たくさんのご応募、ありがとうございました。

ＪＡ全農いわては、３月７日（水）に、盛岡市のホテルで、一関市の生産者団体
「いちのせき米クラブ」、ＪＡいわて平泉、米卸「津田物産株式会社（大阪市）」、
本会の４者の複数年契約「合意式」を開催しました。

米を巡る情勢が厳しい中、生産者に安心して水稲生産に取り組んでいただく
ことを目的とし、本会では初めて、販売先卸を含めた「複数年契約」を結びまし
た。平成30年産から32年産までの３ヶ年です。

本会の照井勝也副本部長は、「米に関わる生産者、流通者、販売者が一堂に
会し、契約を締結したのはとても意味深いです。生産者さんの大きな力になりま
す。」と話しました。

複数年契約によって、生産者は数量契約を締結しているため、安心して水稲
生産を行うことができるとともに、自分たちの米の販売先を明確にすることがで
きます。また、取引先にとってもメリットは大きく、「生産者の顔が見える」販売と
なり、精米商品の差別化を図ることができるとともに、数量確保、相場に左右されない価格安定に繋がります。

津田物産株式会社の武田孝則常務取締役は、「小売店から、『生産者とのパイプを太くしたい』『産地交流したい』という声が出ています。」
と、今回の取り組みが、消費地の期待と合致していることを強調しました。

本会は今後も、「顔の見える関係」のさらなる深化を進め、複数年契約を呼び掛ける方針です。

本会初！販売卸を含めた「複数年契約」

いわての牛乳、消費拡大へ

3月7日（水）

3月12日（月）

いちのせき米クラブとの複数年契約「合意式」

「2018いわての牛乳ありがとうキャンペーン」抽選会

約２万通の中から当選者を選びました

４月を迎え、平成30年度が始まりました。本
年度は、「純情産地いわて」を掲げて30周年
という、記念すべき１年となります。６月には
「躍進大会」、８月には「感謝祭」など、特別に
企画しているイベントを控えており、多くの皆
様に「純情産地いわて」の農畜産物の魅力を
味わってもらえるよう、精一杯取り組みます。
宜しくお願いいたします！

（佐藤）

連携強化を誓いました

３月15日（木）～５月15日（火）

県内JA-SS
詳しくは、いわてJA-SSチェーン
ホームページまで 
https://www.junjo.jp/ja-ss/

実施期間

実施場所

NEWS WIDE ANGLE ニュースワイドアングル

軽トラック用
ラジアルタイヤ
キャンペーン

３
月
14
日（
水
）、15
日（
木
）に
、東
京
国

際
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
て
開
催
さ
れ
た「
第
12
回

J
A
グ
ル
ー
プ
国
産
農
畜
産
物
商
談
会
」に

参
加
し
、岩
手
県
の
6
次
産
業
化
商
品
の

Ｐ
Ｒ
を
行
い
ま
し
た
。岩
手
県
か
ら
は
14

団
体
9
ブ
ー
ス
を
出
展
致
し
ま
し
た
。

6
次
産
業
化
商
品
と
は
？
と
い
う
と
こ

ろ
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
し
た
が
、商
談
会

前
に
担
当
ブ
ー
ス
の
方
と
お
会
い
し
、こ

だ
わ
り
や
商
品
に
込
め
た
思
い
を
伺
う
こ

と
が
で
き
、当
日
は
私
も
生
産
者
さ
ん
や

メ
ー
カ
ー
さ
ん
と
同
じ
気
持
ち
で
取
り
組

む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

 

各
県
さ
ま
ざ
ま
な
6
次
産
業
化
商
品
が

あ
り
、似
て
い
る
商
品
は
あ
る
も
の
の
、各

県
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
性
を
生
か
し
た
ブ
ラ
ン

ド
化
が
し
っ
か
り
さ
れ
て
お
り
、そ
の
中
で

大
手
企
業
の
目
に
と
ま
る
に
は
ど
う
し
た

ら
い
い
の
か
…
難
し
い
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
が
、今
回
は
実
際
に
生
産
者
さ
ん
が
直

接
バ
イ
ヤ
ー
さ
ん
と
お
話
し
で
き
、意
見

交
換
を
し
な
が
ら
商
品
の
良

さ
を
実
感
し
て
も
ら
え
る
と

と
も
に
、商
談
に
繋
げ
る
こ
と

が
で
き
る
素
敵
な
場
だ
な
あ

と
感
じ
ま
し
た
。

私
も
試
食
提
供
を
お
手
伝

い
し
、直
接
バ
イ
ヤ
ー
さ
ん
か

ら
の
商
品
に
つ
い
て
の「
美
味

し
い
」と
い
う
感
想
だ
け
で
は

な
く
、「
岩
手
の
人
は
頑
張
り

屋
さ
ん
が
多
い
ね
」や「
チ
ャ
レ

ン
ジ
ャ
ー
だ
よ
ね
」と
い
う
お
褒
め
の
言
葉

も
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
、今
後
の
商
談
に

つ
な
が
る
大
き
な
手
応
え
を
感
じ
ま
し
た
。

昨
年
よ
り
も
来
場
者
数
が
増
加
し
た
お
話

も
お
聞
き
し
た
の
で
、少
し
で
も
多
く
の

方
に
興
味
や
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
て
、

私
自
身
の
活
動
の
や
り
が
い
も
感
じ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
生
産
者
さ
ん
や
メ
ー
カ
ー

さ
ん
、そ
し
て
地
域
が
一
体
と
な
り
連
携

し
た
取
り
組
み
で
、岩
手
県
な
ら
で
は
の

商
品
開
発
等
の
事
例
を
増
や
し
、岩
手
県

の
6
次
産
業
化
商
品
が
さ
ら
に
前
進
し
て

行
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

残
り
あ
と
わ
ず
か
の
任
期
で
は
あ
り
ま

す
が
、よ
り
多
く
の
岩
手
フ
ァ
ン
を
増
や
す

た
め
、皆
様
の
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う

頑
張
っ
て
活
動
し
て
い
き
た
い
で
す
。

2017いわて純情むすめ

古舘 純奈

「
ふ
る
さ
と
岩
手
を
全
国
へ
」

KLARA vol.825 KLARA vol.82511 10



●全農岩手県本部
部署名 住　所 電話番号 FAX

受付 （019）626-8603

（019） 626-8634 
（019） 653-6145

管理部 総合企画課

〒020-8605　岩手県盛岡市大通一丁目２番１号　（岩手県産業会館）

（019）626-8615
総務人事課 （019）626-8610
経理課 （019）626-8629
コンプライアンス課 （019）626-8163

米穀部 米穀販売課 （019）626-8644 （019）624-4822
畜産酪農部 畜産統括課 （019）626-8654 （019）653-3746

生産指導課 （019）626-8660 （019）621-8630 酪農課 （019）626-8662
資材部 肥料資材課 （019）626-8674 （019）653-9865エネルギー課 （019）626-8688

●拠点事業施設
部署名 住　所 電話番号 FAX

消費地販売部 消費地販売課 〒143-0001　東京都大田区東海三丁目2番1号（大田市場事務棟4F） （03）5755-6360 （03）5492-5208
園芸部 生産販売課

〒020-0891　紫波郡矢巾町流通センター南二丁目５番２号
（JA全農いわて純情産地営農支援センター）

（019）614-1896 （019）638-2145花き・資材課 （019）614-1895
資材部 営農技術課 （019）638-6982 （019）639-5788
農機事業部 農業機械課 （019）681-0361 （019）639-5808
畜産酪農部 畜産販売課 〒028-3311　紫波郡紫波町犬渕字南谷地120番地 （019）672-4313 （019）676-3475

家畜市場課 〒020-0503　岩手郡雫石町七ツ森20番地１ （019）692-5711 （019）692-4951
資材部 肥料農薬推進課 〒025-0312　花巻市二枚橋第5地割120番地1（肥料資材推進センター）（0198）26-2390 （0198）26-2080

●センター
部署名 住　所 電話番号 FAX

管理部 いわて純情米の店　銀河食堂 〒020-0024　盛岡市菜園一丁目12-25 （019）601-5534 （FAX兼）
純情産地いわての店　みのるダイニング 〒020-0034　盛岡市盛岡駅前通1番44号（盛岡駅ビルフェザンおでんせ館1階）（019）601-7214 （FAX兼）

米穀部 いわて純情米県北広域集出荷センター「結」 〒020-0601　滝沢市後268-2185 （019）908-2280 （019）908-2281
いわて純情米広域集出荷センター「絆」〒025-0312　花巻市二枚橋第5地割165番地 （0198）29-4325 （0198）26-5021

園芸部 県北園芸センター 〒028-4307　岩手郡岩手町大字五日市12-60-2 （0195）61-2131 （0195）62-6588
県央園芸センター 〒020-0891　紫波郡矢巾町流通センター南二丁目5番2号（JA全農いわて純情産地営農支援センター）（019）614-1896 （019）638-2145
県南園芸センター 〒023-0171　奥州市江刺区田原字深沢5-60 （0197）28-3855 （0197）32-2866
園芸育苗センター 〒028-3452　紫波郡紫波町片寄鍛冶屋敷5-1 （019）673-8066 （019）673-8068

畜産酪農部 和牛改良センター 〒020-0619　滝沢市上岩手山268-7 （019）688-4044 （019）688-6629
和牛登録室 〒020-0503　岩手郡雫石町七ツ森20番地１ （019）692-5711 （019）692-4951
中央家畜市場 〒020-0503　岩手郡雫石町七ツ森20番地１ （019）692-5711 （019）692-4951
県南家畜市場 〒023-0171　奥州市江刺区田原字深沢5-60 （0197）32-2858 （0197）32-2857
岩手山麓コールドセンター 〒028-7113　八幡平市平笠第24地割1番77号 （0195）76-2422 （0195）75-2443
葛巻コールドセンター 〒028-5403　岩手郡葛巻町江刈14-218-1 （0195）68-2341 （0195）68-2343
下閉伊コールドセンター 〒027-0502　下閉伊郡岩泉町乙茂字和乙茂8番地1 （0194）31-1333 （0194）32-3933
遠野コールドセンター 〒028-0503　遠野市青笹町青笹18地割1番地 （0198）62-6638 （FAX兼）
金ヶ崎コールドセンター 〒029-4503　胆沢郡金ヶ崎町西根高谷野原79-1418 （0197）43-2545 （FAX兼）
いわいコールドセンター 〒029-0523　一関市大東町摺沢字沼田27番 （0191）75-2572 （FAX兼）
大野コールドセンター 〒028-8803　九戸郡洋野町大野阿子木第18地割上川原36番156 （0194）77-5506 （FAX兼）

資材部 花巻物流センター 〒024-0014　北上市流通センター19-33 （0197）81-4333 （0197）81-4334
岩手中央物流センター 〒028-3622　紫波郡矢巾町大字上矢次7-54-7 （019）698-3717 （019）698-3718
岩手クミアイプロパンセンター 〒025-0312　花巻市二枚橋第5地割120番地1 （0198）26-3124 （0198）30-2404
県南供給センター 〒029-4205　奥州市前沢区字小沢口25番地3 （0197）56-7444 （0197）56-2404

農機事業部 基幹整備センター 〒024-0071　北上市上江釣子17地割64-1 （0197）-72-5135 （0197）72-5136
紫波農機センター 〒028-3453　紫波郡紫波町土舘字沖田25 （019）673-7127 （019）673-8364
矢巾農機センター 〒028-3625　紫波郡矢巾町大字室岡11-3-5 （019）697-3133 （019）611-2244
花巻農機センター 〒025-0052　花巻市野田307-1 （0198）23-2110 （0198）22-7900
石鳥谷農機センター 〒028-3131　花巻市石鳥谷町猪鼻7-68-1 （0198）47-2111 （0198）47-2470
東和農機サブセンター 〒028-0114　花巻市東和町土沢6-111 （0198）42-4006 （0198）42-3250
遠野農機センター 〒028-0541　遠野市松崎町白岩25-24-1 （0198）62-0586 （0198）62-9297
北上農機センター 〒024-8505　北上市流通センター601-8 （0197）71-1777 （0197）68-4555
西和賀農機センター 〒029-5612　和賀郡西和賀町沢内大野12-158 （0197）85-3215 （0197）85-2109
江刺農機センター 〒023-1103　奥州市江刺区西大通り11-18 （0197）35-2716 （0197）35-2569

●本所拠点施設
部署名 住　所 電話番号 FAX

東北広域施設事業所 〒020-0891　紫波郡矢巾町流通センタ－南二丁目5番2号 （019）638-1405 （019）638-1519東北広域施設事業所　岩手施設事業所
北東北石油事業所 〒020-0143　盛岡市上厨川横長根42-1（ＪＡいわて中央厨川出張所2Ｆ）（019）646-7283 （019）605-3302

●主要関連会社
部署名 住　所 電話番号 FAX

㈱純情米いわて 〒020-0842　盛岡市湯沢15-1-2 （019）638-0120 （019）637-7911
くみあい肥料㈱ 〒025-0312　花巻市二枚橋第5地割146番地 （0198）26-3313 （0198）26-3316
JA全農北日本くみあい飼料㈱北東北支店〒020-0891　紫波郡矢巾町流通センタ－南二丁目5番2号 （019）638-7910 （019）638-7920
㈱Ａコープ北東北 〒020-0861　盛岡市仙北二丁目5番4号 （019）681-6321 （019）636-3722
㈱いわちく 〒028-3311　紫波郡紫波町犬渕字南谷地120番地 （019）672-4181 （019）676-2024
岩手農協チキンフ－ズ㈱ 〒028-6103　二戸市石切所字火行塚25 （0195）23-3377 （0195）22-4366
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＊平成30年度 全農岩手県本部編成表　他 JA 全農いわてホームページ
〒020-8605 盛岡市大通一丁目2番1号　TEL019-626-8615　FAX019-653-6145

http://www.junjo.jp

■営農と生活を支援し、元気な産地づくりに取り組みます。
■安全で新鮮な国産農畜産物を消費者にお届けします。
■地球の環境保全に積極的に取り組みます。
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